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調
査
・
研
究
活
動
|
ニ
O
O八
年
度
i
ニO
O九
年
度
(ニ
O
O九
)
年
度
は
、
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
一
件
、
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
四
件
の
計
五
件
の
研
究
資
金
を
獲
得
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
と
し
て
、
従
来
の
班
別
研
究
な
ど
多
数
の
共
同
研
究
計
画
が
展
開
さ
れ
た
。
平
成
一
一
一
【
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
】
会
社
法
に
関
わ
る
調
査
・
研
究
|
英
連
邦
会
社
法
制
度
の
視
点
か
ら
|
期調
査
地
研
究
員
井
上
貴
間
平
成
一
二
年
三
月
一
八
日
1
三
月
一
一
一
一
日
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学
・
国
民
図
書
館
(
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
)
台
湾
法
資
料
翻
訳
の
調
整
・
打
ち
合
わ
せ
期調
査
地
研
究
員
後
藤
武
間
平
成
一
一
一
年
三
月
二
五
日
1
一一一月三
O
日
台
湾
大
学
他
(
台
湾
)
マ
レ
l
半
島
圏
の
行
政
的
・
文
化
的
動
態
に
関
す
る
捕
充
調
査
客
員
研
究
員
期調
査
地
井
上
星
間
平
成
二
一
年
一
一
月
七
日
1
平
成
二
一
年
一
一
月
一
七
日
タ
イ
・
マ
レ
ー
シ
ア
※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
準
備
お
よ
び
参
加
は
割
愛
。
詳
細
に
つ
い
て
は
本
号
所
収
の
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
報
告
を
参
照
。
{
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】
中
国
の
長
江
デ
ル
タ
地
域
に
お
い
て
新
農
村
建
設
及
び
郷
鎮
企
業
の
発
展
に
関
す
る
調
査
研
究
員
都
仁
平
期
二
O
O九
年
二
月
一
七
日
1
二
月
二
四
日
間
調
査
地
杭
州
工
商
大
学
・
漸
江
大
学
・
復
日
一
大
学
・
上
海
社
会
科
学
院
他
(
中
華
也
人
民
共
和
国
)
二
O
O九
年
二
月
一
日
に
、
中
国
政
府
(
国
務
院
)
が
今
年
の
国
政
の
最
優
先
課
題
を
示
す
「
中
央
一
号
文
件
」
を
公
表
し
た
。
一
号
文
件
は
「
農
業
の
安
定
的
発
展
と
農
民
の
持
続
的
増
収
を
促
進
す
る
若
干
意
見
」
と
題
さ
れ
、
世
界
的
な
景
気
後
退
が
農
村
や
農
業
、
農
民
に
衝
撃
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
「
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
農
民
収
秀
入
の
増
大
を
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
強
調
し
た
。
同
通
達
で
い
わ
ゆ
る
「
三
農
問
題
」
を
取
り
上
げ
た
の
は
こ
O
O
四
年
以
来
、
六
年
連
続
と
な
る
。
こ
れ
を
背
景
に
今
回
の
現
地
調
査
は
農
村
工
業
が
盛
ん
に
発
展
し
、
新
農
村
建
設
の
モ
デ
ル
地
域
と
な
っ
て
い
る
漸
江
省
の
金
華
市
・
温
州
市
を
対
象
に
、
農
村
産
業
の
発
児
展
状
況
お
よ
び
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
併
せ
て
杭
州
市
・
上
海
市
の
研
究
機
関
に
お
い
て
、
金
融
危
機
と
沿
海
地
域
経
済
、
特
に
農
村
経
済
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
学
術
交
流
及
び
共
同
研
究
の
可
能
性
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
杭
州
市
に
あ
る
杭
州
工
商
大
学
・
漸
江
大
学
に
お
い
て
、
大
学
院
生
を
対
象
に
「
金
融
危
機
と
日
中
経
済
関
係
」
に
講
演
を
行
い
、
世
界
的
な
景
気
後
退
が
輸
出
依
四
0 
調
査
・
研
究
活
動
存
型
の
長
江
デ
ル
タ
地
域
経
済
に
も
た
ら
し
た
影
響
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
と
く
に
多
く
の
沿
海
地
域
の
工
場
が
操
業
を
停
止
し
、
農
村
部
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
が
数
多
く
解
雇
さ
れ
た
。
国
家
統
計
局
の
最
新
の
統
計
に
よ
る
と
、
「
農
民
工
」
と
呼
ば
れ
る
出
稼
ぎ
農
民
約
二
0
0
0
万
が
都
市
部
で
職
を
失
い
、
農
村
部
に
帰
郷
し
た
と
い
う
。
そ
の
う
ち
の
半
数
が
長
江
デ
ル
タ
地
域
に
集
中
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
が
農
村
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。
次
に
、
中
国
の
農
村
産
業
、
農
村
経
済
発
展
の
モ
デ
ル
地
域
で
あ
る
漸
江
省
南
部
の
温
州
市
・
金
華
市
を
訪
問
し
、
郷
鎮
企
業
及
び
新
農
村
建
設
に
つ
い
て
視
察
・
調
査
を
行
っ
た
。
漸
江
省
の
東
南
地
域
に
位
置
す
る
温
州
は
、
大
工
業
都
市
や
全
国
性
市
場
と
遠
く
離
れ
、
運
輸
や
情
報
コ
ス
ト
が
高
い
だ
け
で
は
な
く
、
土
地
の
品
質
と
濯
概
条
件
も
劣
っ
て
お
り
、
農
村
集
団
企
業
の
基
礎
が
弱
い
。
従
っ
て
、
温
州
の
人
々
は
、
従
来
家
内
工
業
の
伝
統
を
生
か
し
、
日
用
雑
貨
の
生
産
や
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心
と
し
た
独
自
の
産
業
構
造
を
形
成
さ
せ
て
い
た
。
温
州
モ
デ
ル
は
、
主
に
私
人
経
営
、
私
有
企
業
な
ど
を
中
心
に
、
こ
う
し
た
多
元
的
発
展
、
徹
底
し
た
分
業
化
や
市
場
指
導
的
な
発
展
戦
略
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
温
州
モ
デ
ル
の
発
展
は
、
あ
く
ま
で
も
中
小
民
間
企
業
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
た
。
私
有
企
業
か
ら
出
発
し
た
温
州
地
域
の
郷
鎮
企
業
は
、
市
場
の
変
化
に
す
ば
や
く
対
応
し
、
高
い
競
争
力
を
発
揮
し
た
。
こ
う
し
て
、
非
常
に
活
力
の
あ
る
中
小
企
業
群
に
よ
る
一
つ
の
成
長
の
中
心
が
形
成
さ
れ
る
と
、
そ
の
影
響
は
徐
々
に
周
り
の
地
域
に
波
及
し
、
新
た
な
経
済
発
展
の
中
心
地
を
形
成
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
成
長
の
中
心
は
更
な
る
投
資
及
、
び
、
新
た
な
経
営
拡
大
を
可
能
に
し
た
。
こ
う
し
て
作
り
出
さ
れ
た
需
要
は
、
地
域
経
済
と
く
に
農
村
経
済
の
振
興
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
発
展
モ
デ
ル
は
今
後
中
国
の
農
村
経
済
の
振
興
及
び
持
続
可
能
な
発
展
に
大
い
に
参
考
四
0 
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
に
、
上
海
市
に
お
い
て
、
復
旦
大
学
を
は
じ
め
関
係
研
究
機
関
を
訪
問
し
、
中
央
政
府
の
農
村
政
策
、
金
融
危
機
後
の
中
国
経
済
、
特
に
内
需
拡
大
の
発
展
戦
略
の
転
換
と
農
村
市
場
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
三
農
問
題
お
よ
び
農
村
経
済
の
持
続
可
能
な
発
展
に
関
す
る
共
同
研
究
の
可
能
性
に
つ
い
て
打
合
せ
を
行
っ
た
。
中
国
に
お
け
る
労
働
契
約
法
実
施
の
資
料
収
集
と
聞
き
取
り
調
査
研
究
員
f炎
武
秀
藤
期
二
O
O九
年
七
月
一
九
日
1
一一一一日
日
引
，
F
l
 
調
査
地
杭
州
』
開
H
，
一
月
(
)
事
務
所
他
(
中
華
人
民
共
和
国
)
韓
国
商
法
の
改
正
に
関
す
る
情
報
お
よ
び
文
献
の
収
集
研
究
員
李
芝
折
期
二
O
O九
年
八
月
一
九
日
1
八
月
二
六
日
間
調
査
地
ソ
ウ
ル
・
大
郎
(
大
韓
民
国
)
※
詳
細
に
つ
い
て
は
本
号
所
収
の
「
ア
ジ
ア
文
化
圏
に
お
け
る
経
済
法
制
の
諸
相
」
報
告
を
参
照
。
中
圏
内
モ
ン
ゴ
ル
周
辺
の
半
農
半
牧
化
農
戸
、
退
耕
還
林
・
還
草
地
に
お
け
る
移
民
新
村
、
砂
漠
化
防
止
・
緑
化
対
策
な
ど
の
現
地
調
査
研
究
員
都
仁
平
客
員
研
究
員
南
亮
進
期
二
O
O九
年
八
月
八
日
j
一
九
日
間
調
査
地
北
京
・
赤
峰
・
鄭
州
(
中
華
人
民
共
和
国
)
※
詳
細
に
つ
い
て
は
本
号
所
収
の
「
中
国
農
村
経
済
の
構
造
変
化
と
労
働
市
場
・
・
『
ル
イ
ス
転
換
点
』
に
関
す
る
日
中
比
較
研
究
」
報
告
を
参
照
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
境
域
ア
ジ
ア
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
地
域
間
比
較
研
究
の
定
礎
に
向
け
て
l
」
に
よ
る
境
域
現
地
調
査
研
究
員
本
須
美
山
期
間
二
O
O九
年
一
O
月
一
一
一
一
日
1
一
一
月
四
日
調
査
地
台
北
・
花
蓮
(
台
湾
)
一
O
月
三
一
日
一
六
時
半
に
台
北
の
台
湾
桃
園
国
際
空
港
に
到
着
。
中
国
語
通
訳
の
渡
遺
俊
輔
君
の
出
迎
え
を
受
け
、
投
宿
。
二
月
-
日
は
、
午
前
中
、
松
本
誠
一
教
授
と
渡
遁
君
を
伴
い
関
帝
廟
と
し
て
地
元
信
者
の
多
い
行
天
宮
を
訪
問
し
た
。
地
元
の
人
々
が
熱
心
に
祈
る
様
子
や
供
え
物
の
仕
方
を
参
与
観
察
。
院
で
松
本
教
授
と
同
期
の
輔
仁
大
学
・
呉
素
情
教
授
と
林
秀
光
氏
、
及
び
海
外
研
修
中
二
時
に
東
洋
大
学
大
学
の
社
会
学
部
植
野
弘
子
教
授
と
合
流
し
、
境
域
現
地
調
査
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報
提
供
を
受
け
、
予
定
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
昼
食
後
、
皆
で
M
R
T
に
乗
り
永
和
市
頂
渓
の
韓
国
華
僑
街
に
行
き
、
衣
料
品
の
卸
問
屋
が
集
積
す
る
街
を
観
察
し
、
庖
主
に
少
し
話
を
聞
い
た
。
そ
の
後
、
再
度
M
R
T
で
中
和
市
南
勢
角
の
東
南
ア
ジ
ア
街
へ
行
く
。
駅
か
ら
か
な
り
歩
い
て
、
や
っ
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
の
看
板
が
多
い
街
に
辿
り
っ
き
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
生
ま
れ
の
華
僑
二
世
で
あ
る
飲
食
庖
主
に
移
住
の
経
緯
等
の
お
話
を
伺
つ
た。
調
査
・
研
究
活
動
一
一
月
二
日
は
、
午
前
中
、
松
本
教
授
と
植
野
教
授
と
渡
遺
君
と
共
に
鉄
道
で
花
蓮
市
に
移
動
し
た
。
午
後
、
花
蓮
市
役
所
概
要
秘
書
の
桐
承
重
氏
を
訪
問
し
、
花
蓮
市
と
沖
縄
県
人
重
山
の
与
那
国
町
が
共
同
し
て
観
光
を
振
興
し
交
流
を
活
性
化
し
、
国
境
を
越
え
た
新
し
い
生
活
圏
を
構
築
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。
そ
の
後
、
柄
氏
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
今
年
開
設
さ
れ
た
花
蓮
与
那
国
発
展
協
会
を
訪
れ
、
協
会
設
立
の
経
韓
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
一
次
資
料
を
収
集
し
た
。
桐
氏
と
花
蓮
市
職
員
の
方
と
夕
食
を
共
に
し
た
後
、
桐
氏
に
伴
わ
れ
て
来
月
の
選
挙
戦
を
前
に
地
元
住
民
で
賑
わ
っ
て
い
た
市
長
や
県
長
候
補
者
の
選
挙
事
務
所
を
訪
問
し
た
。
地
元
の
方
々
子
の
選
挙
に
向
け
た
熱
気
の
中
、
集
ま
っ
て
い
る
方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
、
行
政
区
分
や
ジ
エ
ン
ダ
I
に
関
わ
る
捉
え
方
等
の
情
報
を
得
た
。
一
一
月
三
日
午
前
中
、
松
本
教
授
と
植
野
教
授
と
渡
遺
君
と
共
に
七
星
か
つ
お
節
博
物
館
を
訪
問
し
た
。
花
蓮
は
黒
潮
が
流
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
漁
業
が
栄
え
て
い
る
が
、
か
つ
お
節
制
作
技
術
は
日
本
統
治
時
代
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
、
境
域
に
お
い
て
文
化
が
交
流
し
た
例
と
し
て
貴
重
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
花
蓮
港
を
訪
れ
た
後
、
日
本
統
治
期
に
軍
の
高
級
将
校
用
の
招
待
所
と
し
て
使
わ
れ
た
松
園
別
館
と
中
華
民
国
軍
兵
士
の
英
霊
を
杷
っ
た
忠
烈
杷
を
見
学
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
統
治
期
の
移
民
村
で
あ
る
吉
野
村
に
あ
る
真
言
宗
寺
院
を
訪
問
し
、
日
本
移
民
に
つ
い
て
の
一
次
資
料
を
収
集
し
た
。
午
後
の
た
ろ
こ
号
で
私
も
含
め
四
人
で
台
北
に
移
動
し
た
。
一
一
月
四
日
は
午
前
中
、
四
人
で
総
統
府
を
見
学
し
、
日
本
統
治
期
に
つ
い
て
地
元
ガ
イ
ド
の
方
か
ら
説
明
を
受
け
、
台
湾
の
日
本
認
識
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
植
野
教
授
と
通
訳
の
渡
遺
君
に
別
れ
を
告
げ
、
松
本
教
授
と
二
人
で
台
北
二
二
時
半
の
飛
行
機
で
帰
国
し
た
。
今
回
は
私
に
と
っ
て
台
湾
は
初
め
て
の
訪
問
で
あ
っ
た
が
、
台
湾
に
つ
い
て
の
基
礎
四
O
三
研
究
会
合
報
告
的
知
識
を
得
ら
れ
る
と
共
に
、
台
北
の
海
外
移
住
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
与
那
国
町
と
国
境
を
越
え
た
生
活
圏
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
花
蓮
を
訪
問
し
情
報
を
得
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
境
域
現
地
調
査
と
し
て
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
。
研
究
会
合
報
告
ニ
O
O
八
年
度
j
ニ
O
O九
年
度
平
成
ニ
0
年
度
第
三
回
年
次
集
会
日
時
二
O
O
九
年
一
月
三
O
日
一
一
二
時
1
一
八
時
b、
" 
白
山
校
舎
ス
カ
イ
ホ
1
ル
場
第
一
ス
テ
ー
ジ
研
究
発
表
「
経
済
危
機
の
ア
ジ
ア
」
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
会
社
法
と
経
済
危
機
l
台
湾
・
韓
国
の
会
社
法
を
題
材
に
」
研
究
員
井
上
貴
也
本
報
告
で
は
、
わ
が
国
で
二
O
O
六
年
五
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
「
会
社
法
」
を
ベ
ー
ス
に
し
て
韓
国
会
社
法
の
改
正
動
向
お
よ
び
台
湾
会
社
法
の
近
時
の
改
正
内
容
を
紹
介
、
検
討
し
た
。
わ
が
国
で
は
、
「
会
社
法
」
を
制
定
し
、
商
法
の
「
会
社
」
に
関
す
る
部
分
、
有
限
会
社
法
、
商
法
特
例
法
と
い
う
コ
一
つ
の
法
律
を
一
本
化
す
る
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
多
様
化
と
い
っ
た
現
在
の
社
会
経
済
情
勢
に
合
う
形
で
抜
本
的
に
整
備
さ
れ
た
。
四
O
四
そ
の
背
景
に
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
名
の
下
に
、
九
O
年
以
降
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
(
自
社
株
購
入
権
)
や
会
社
分
割
な
ど
の
新
制
度
の
導
入
に
と
も
な
い
商
法
の
条
文
の
校
番
号
が
増
え
た
こ
と
、
「
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
、
敵
対
的
買
収
や
国
境
を
超
え
た
再
編
な
ど
様
変
わ
り
し
た
資
本
市
場
の
環
境
変
化
に
合
わ
せ
、
意
思
決
定
や
再
編
を
加
速
さ
せ
る
仕
組
み
も
求
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
資
本
市
場
の
環
境
の
変
化
は
わ
が
国
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
背
景
と
し
た
会
社
法
改
正
の
波
は
韓
国
で
は
、
ニ
O
O
六
年
に
次
期
会
社
法
改
正
の
た
め
の
改
正
試
案
の
公
表
・
立
法
予
告
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
台
湾
で
も
二
O
O
一
年
、
二
O
O
五
年
に
会
社
法
の
大
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
年
、
外
国
資
本
を
引
き
込
む
た
め
ア
ジ
ア
各
国
・
地
域
で
は
コ
ー
ポ
レ
l
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
強
化
し
、
企
業
経
営
の
透
明
性
を
高
め
る
た
め
の
法
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。
韓
国
に
お
け
る
株
式
会
社
の
経
営
体
制
は
、
所
有
者
が
経
営
者
で
も
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
所
有
者
経
営
体
制
が
と
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
経
営
体
制
の
背
景
に
は
、
企
業
の
歴
史
が
短
く
、
経
営
が
世
襲
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
、
社
会
・
文
化
的
要
因
と
政
治
・
経
済
的
要
因
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
財
閥
に
よ
る
会
社
経
営
支
配
に
つ
い
て
は
韓
国
世
論
に
お
い
て
も
反
発
が
起
こ
り
、
会
社
経
営
の
透
明
化
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
O
O
六
年
公
表
さ
れ
た
「
韓
国
会
社
法
改
正
試
案
」
、
「
立
法
予
告
」
で
は
会
社
統
治
に
関
す
る
改
正
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
ま
ず
、
執
行
役
員
・
社
外
取
締
役
制
度
の
導
入
が
試
み
ら
れ
た
。
韓
国
で
は
I
M
F
経
済
体
制
以
降
証
券
取
引
法
(
証
券
去
来
法
)
を
改
正
し
、
社
外
取
締
役
選
任
に
関
す
る
規
定
を
新
設
し
た
。
一
定
規
模
(
最
近
事
業
年
度
末
資
産
総
額
が
二
兆
ウ
ォ
ン
)
以
上
の
上
場
会
社
に
関
し
て
は
社
外
取
締
役
三
人
以
